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４0年前の
兵庫県の将来交通計画



２１世紀ひょうごニューフロンティアプロジェクト

昭和５５年（１９８０） 坂井時忠知事時代：大山参事担当 私の記憶によれば．．．

1. 兵庫県の地域課題を解決する：県内２時間交通圏の実現

2. 兵庫県は，地域課題の解決を通して，日本一・世界一を目指す

3. 地域課題の解決と同時に，兵庫県の技術・産業の活性化を実現する

■学んだこと
※予測に基づくだけの計画ではない，強い計画意思を持つ
将来はこうなる → 将来はこうする

※３０年後を見越して，早急に着手できる計画を考える



■21世紀ひょうごニューフロンティアプロジェクト

兵庫県内５空港・航空ネットワーク ～県内コミュータ航空計画～

• 水陸両用飛行艇による
県内航空ネットワーク
– 阪神・神戸甲南新明和工業前

→伊丹空港

– 播磨・姫路港付近で検討

– 丹波・柏原か和田山（適地なし）

– 但馬・丸山川で検討

– 淡路・洲本港付近で検討

出典：新明和工業ホームページ

県内全域で２時間圏を実現する

・高速道路整備にかかる時間，費用を算出
・幹線鉄道の電化・高速化にかかる時間，費用を算出
・短期間で実現可能で，最も低コストの手段は航空！



水上飛行場による国内エアライン？

出典：堺市シティプロモーション・パンフレット



■21世紀ひょうごニューフロンティアプロジェクト

その後 「阪神伊丹-但馬-播磨」 の3空港計画へ

• 水陸両用飛行艇を断念
– 丹波・但馬の盆地は，霧が発生

– 航空会社は，ランニングコストの大きな
飛行艇による定期運航に難色

• 従来型の空港建設に計画変更

– まずは，但馬空港を建設し，運航しよう

– 次いで，播磨空港を建設するぞ

出典：1989年11月5日神戸新聞 神戸新聞Twitterより

有力視されていた網干沖から夢前町に決定
埋立土砂採掘期待の家島は落胆，の記事



ヘリによる定期航路 -湯村・播磨ヘリポート-

• 湯村温泉ヘリポート（2008年廃止） • 播磨ヘリポート（2008年廃止）

出典：ウィキペディア，Google Maps他



■21世紀ひょうごニューフロンティアプロジェクト

大阪湾岸道路を利用した New Freight Transport System

• 湾岸道路の１車線をコンテナ輸送専用
車線にして，自動走行させる
– 土木研究所等で研究が進んでいたデュアル
モードバスをトラックに転用

– 湾岸道路の１車線を，この専用レーンにし
て，湾岸道路上は自動運転による新しい物
流システムを導入する

– 当時はガイドウェイからの給電を想定し，環
境にやさしい物流システムを目指す

– 急増していたコンテナ貨物の大阪港・神戸
港間の輸送の合理化を狙っていた

出典：豊田自動織機ホームページ

日本有数の環境問題に対応する物流システム

・尼崎の公害訴訟により阪神高速道路が分断
・急増するコンテナに対応した新たな輸送手段を模索
・新たな輸送システムで兵庫県企業が優位に立つ

• ＮＦＴＳは新聞記事としてスクープされたが，実
現には踏み出せず

• その後にコンテナヤード内で実用化されるＡＧＶ
を，当時湾岸道路にまで走行させようというアイ
デアは素晴らしかったと考える

AGV : Automatic Guided Vehicle



兵庫が誇る，日本一・世界一の交通

• 銀の馬車道：日本最初のマカダ
ム舗装の高速産業道路

• 明石海峡大橋：
世界一の径間長のつり橋

出典：日本道路建設業協会HP出典：JR西日本HP

出典：JR西日本HP 福崎・辻川町

出典：ウィキペディア



兵庫県が世界を、日本を先導するのは
どの分野？



検索：兵庫県＆蕎麦
• 中山間地に名店が分布

• 幹線道路から少し入った山間地

蕎麦屋さん 「ばくの家」 に行ってみた

• 播但連絡道市川北から15分の山間地

• 店主は、大阪・堺の脱サラ。毎週、夫
婦で堺市から車で通っている。

• 良い水を求めて、神崎郡神河町で開業。

• 休日は90分待ち、神戸・大阪から来客。



中山間地・高齢化への取り組み：豊田市足助・旭・稲武

• 豊田市足助・旭地区

– 高い高齢化率

– 要支援・要介護認定率は、
20％にも達する

– 中山間地での高齢者自立が課題



山里コムスサークル:里モビLifeプロジェクト

• 自分たちで、超小型EV車のコムスを改造 ・廃校の小学校に里モビ活用工房を作り、コミュニティ活動
• 高齢者も使いやすい（免許返納しなくて良い）車両を工夫して普及させ、高齢者の活動を支援 資料：里モビHPより

兵庫県企業庁からも視察に



中山間地の活動を支える交通サービス
• 地域の魅力を向上させ “人を呼び込む”

– 高速道路の運転支援・自動運転はすぐ実現

– 高速による１～２時間の移動は苦にならない

– 情報通信技術で、遠隔地での業務が可能に

– 新型コロナで、遠隔地勤務の経験値が急上昇

• 高齢化の進む中山間地で “生活を支える”

– 超小型EVが、軽自動車とシニアカーの間をつなぐ？

– 運転支援機能による高齢者事故は減り始める

– 食料生産の工業化により一層、自然農法・オーガ
ニック・手作りの価値が向上

– 豊かな自然、美しい山・海・水こそが地域の資産に

上：AmazonによるPrime Air配送

左：5年前の弊社業務風景
海外業務が多いこと、海外で
骨折した時に、1ヶ月在宅勤務
を行った時

どちらが食べたい？



ありがとうございました。




